
アヵマツ林土壌における糸状菌の分布に関する研究
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；　　　　　　I　ま　え　が　き

　有機物の分解を行なう多くの微生物のうち，希釈平板

苧下棟出きれる糸埣菌が森林土壌でどのように分布じ

その分布のしかたにどのような法則性がみられるかを＝明

らかにする目的で，これまでの一連の報告1－6）ではアカ

マツ林の有機物層におけるこれら糸状菌の分布状態を垂

直分布1・3）と水平分布2・4・5）および時間的変化6）について

検討してきた．その結果，有機物層では糸状菌の分布の

しかたは空間的，時間的に非常に不均一ではあるが，有

機物ρ種類（落葉，落枝，根系，樹種の違いなど）およ

びその分解遇程と最も密接な関係があることが認められ

た．

　本報告では，さらに鉱質土層における糸状菌の分布法

則を明らかにするため，アカマツ林土壌でみられる糸状

菌集団の種類組成を検討し，その集団の特徴を明らかに

したうえで，それが一つの林分内において，また土壌の

種類の違いによって，あるいは他の生物因子（マツタケ

菌）によってどのような変化を示すかについて調査した

結果を検討する．

　1皿　鉱質土層における糸状菌集団の種類組成

　第斗諫1）午おいて鉱質土層の一土壌断面における糸状

菌集団の内容とその垂直方向での変化のしかたを調査し

たが，一般にアカマソ林の鉱質土層の糸状菌集団はどの

ような種類組成を示すか，I現在までのアカマツ林に糊す

る調査結果から，分離した各種類の出現頻度をまとめた

のが表一1である；また鉱質土層と有機物層での違いを

比較し，鉱質土層の糸状菌集団の特徴を把握するために

鉱質土層に現われた各樺類の有機物層における出現頻度

も併記した．一’、1

　※　育林学研究室

　資料として，以下に掲げる各地のアカマツ林で1965年

～1969年の間に調査しだ結果を用いた．

　鉱質土層については，

1．島根県松江市，16林分35試料．

2．広島県芦品郡協和村，5林分21試料．　　　　　。

3。岡山県久米郡久米南町，1林分3試料．

4．鳥取県西伯郡大山町，2林分8試料．

　有機物層については，

1．島根県松江市，9林分30試料．

2．広島県芦品郡協和村，4林分60試料．

3．滋賀県蒲生郡日野町，1林分4試料．

　表一1は，鉱質土層での出現頻度が高い種類の順に並

べ，それぞれの属する垂直分布型1）3）も示した．

　鉱質土層では67試料から42種類（筆者は糸状菌の同定

をプレート上のコロニーの検鏡だけで行なっているの

で，容易に識別できるものは種単位，それ以外は属ある

いはそれ以上の単位で分類されている）が検出された

が，出現頻度100％のものはなく，多くの種類は出現頻

度が低い．

　各種類の出現頻度を有機物層と鉱質土層とで比較する

とかなり差のあるものが多い．

　垂直分布型のI型および1皿型に属するものはM0ブか

θブθZZαspp．，〃5肋αsp．1，0捌oゐη〃oηspp．を除い

て，いずれも鉱質土層での出現頻度が有機物層での頻度

よりも低い．このように多数の試料について有機物層と

鉱質土層での出現頻度を比較してみても，I型菌と1皿型

菌は明らかに有機物層で多いことがわかり，この垂直分

布型の分類の妥当なごとが裏付けられる．Mor加毒1Zα

spp．，地5励αsp．1，0泌oゐπかoηspp．の出現頻度は

有機物層より鉱質土層で高いが，菌数の点では有機物層

で多い．この3種類は皿1型菌のうちでも有機物層の最下

層（H層）で菌数が最大となるもの（■一H型）3）であ
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Frequency of rsolation of 

Fungi 

Penicillium spp. 

Mortierella sp. P 

Trichoderma viride 

Mortierella spp. 

Spicaria sp. 1 

Cephalosporium sp. Wl 

Mucor ramannianus 
not identified (?5) 
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Absidia sp. 1 
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るから，それに接する鉱質土層の最表層（深さ0～4cm）

でもよく分離されるものと思われる．

　一方，有機物層の最表層（L層）で菌数が最大値を示

すI型菌では少数の種類は鉱質土層にもかなり現われる

が，その多くは鉱質土層では全くみられず，この表にも

あがっていない（第3報参照）3）

　皿型に属するものはその垂直分布のしかた1）からみて

当然のことではあるが有機物層では稀にしか現われず，

鉱質土層での出現頻度がはるかに高い

　このようにみると，有機物層の糸状菌集団は主として

垂直分布型のI型菌とπ型菌から構成されている1）3）の

に対して，鉱質土層の糸状菌集団は工［型菌と皿型菌によ

って構成されていると考えられる．

　同じ資料から有機物層と鉱質土層における各垂直分布

型の菌数および椙対密度の度数分布を示すと図一1のよ
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うである．量的にみても有機物層と鉱質土層での上記の

ような違いが明らかにみられる　鉱質土層では1皿型菌と

皿型菌の菌数の度数分布はほぽ同じ形を示し，相対密度

では相半ばする場合が多く，アカマツ林土壌の糸状菌集

団の1皿型菌と皿型菌の比率は1対1がほほ漂準的なもの

であるといえる．しかしどちらかが異常に多くなる場合

もかなりみられ，これは後述するように鉱質土層の土壌

の諸因子によって左右される．

　アカマツ林の鉱質土層の種類組成のなかで最も普遍的

にみられるものは1I型菌に属するP舳κ棚舳spp，
Tブたんoゐブ刎α　η〃ゐ，一Mor加陀〃αspP、，C砂んαZo∫クo〃一

舳sp　W1，M〃60r　r舳α舳α舳と皿型菌に属する

〃oれ5舳ZZαsp．P，8批αブ｛αsp．1で全試料の80％以上

に出現した．上記5種類の1I型菌はいずれもアカマツ林。

ばかりでなくあらゆる森林の有機物層において最も出現

瀕度が高く；菌数も多いものであるが1）3）？），鉱質土層で

の出現頻度をみても森林土壌の有機物層から鉱質土層に

わたって広く分布していることがわかる．一方，皿型菌

のMoれ伽θZZαsp．P，酬鮒｛αsp．1は他の出現頻度

の低い皿型菌とともにアカマソ林の鉱質土層の糸状菌集

団を特徴づけるもので，アカマツ林土壊でよくみられる

が，アカマツ以外の森林土壌では出現頻度，菌数とも少

ないか，あるいは全く分離されない場合が多い．後述す

るようにアカマツ林でも特定の場所では少なく，アカマ

ツと直接関係のある糸状菌というよりも，一般にアカマ

ツの成立しやすい土壌条件と結びつきが強いものと思わ
れる8）9）．

さ

X　　　　　　　　　　　　TYPE　II

冨
占

τYPE　III

　　　Fmg・1・㎝・t・（×104／9）　　　　恥1・ti・・d㎝・吋（％）

F］g　ユ　Frequency　d1str1but1ons　of　funga1
　　counts（1eft）　and　re1at1Ye　dens1t1es（r1ght）

　　m　orgamc　hor1zon（upper）and　m1nera1
　　soi1（1ower）of　pine　forests．

皿　1林分内における糸状菌の水平分布

　有機物層における糸状菌の水平分布については第5

報5）で報告したが，その同じ林分で鉱質土層の表層（O

～4cm）について糸状菌の水平分布を調査した．

　1．調査地と調査方法

　調査林分：福山営林署管内箱田37林班ろの1（広島県

芦品郡協和村）の45年生アカマツ林，花崩岩を母材とす

るBB型土壌．

　調査日：1968年11月7日試料採取，11月8日糸状菌分
離．

　1斜面（勾配約30。，斜面長35m）に巾20mの区を

隣接して3つもうけ，それぞれをさらに斜面上部と下部㌧

にわけて6区とし，各区で2ゲ所を選んで試料採取個所

（計12プロット）とした．1つの試料採取個所では1m

平方内で任意に10地点から表層土（0～4cm）を採取し，

よく混合した．各試料は2mmの箭を通し，細土10g

（生重）を糸状菌の分離に供した．分離は希釈平板法に

より，希釈度は％，oooとした．方法の詳細はこれまで
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Physical and chemlcal propertles of the soil. 

53 -

Block I
 

I
I
 

nl 

upper part 10wer part upper part 10wer part up per part 10wer part 

Volume weight 69 . 2 60 . 4 57 . 7 75 . 8 57 . 5 64 .5 

Porosity olo 70 . 7 74 . 2 75 . 4 68 . 2 76 . 8 73 .4 

Air ca pacity 
o
l
o
 

10 . 2 19 . O 25 . 5 17 . 3 22 . O 19 . 8
 

Water-holding ca pacity 
o
l
o
 

58 . 9 51 . 6 45 . 7 47 . 9 50 . 7 50 .9 

Moisture content of fresh soilolo 25 . 9 33 . 5 40 . 9 40 . 5 50 . 6 46 .9 

Carbon (C) olo 2.9 2.1 3.3 2.9 2.4 2
 
.6 

Nitrogen (N) 
o
l
o
 

O . lO O . 08 O . 12 O . 14 O . 11 ,'O. 10 

C/N 29 26 28 21 22 26 
l~~~ 
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Table 
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Dematiaceae (sp. 3) 
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Tab1e4Frequency　of1so1at1on　of　m1cro－fung1from12samp1es

Frequency

Number　of　spec1es

の報告1）のとおりである．

　各区の土壊の物理・化学的性質は表一2のとおりであ

る．

　2．結果と考察

　各試料から糸状菌を分離した結果は表一3に示した．

　各種類の出現頻度：出現回数ごとの種類数は表一4の

ようである．ここで分類した26種類群のうち12試料すべ

てに現われたのは〃or地rθZZαspp．，〃o〃㈹ZZαsp．

P，月θ庇棚舳spP．，8枇αr1αsp．1の4種類，次いで

〃〃σoγブα刎α〃〃α舳∫，Tr三〇んoゐブ刎αηか〃θ，C砂んαZ03一

ク0r｛舳sP．W1，13妙0r0〃μ5sp．の4種が12試料申

11試料から分離された．残る半数以上の種類の出現頻度

は有機物層の場合5）と同じように低い．

　この林分内での各種類の出現頻度の傾向は，前節でみ

た各地のアカマソ林における出現頻度の傾向と非常によ

く似ている．すなわち，アカマツ林に普遍的に分布する

ものほど林分内における分布も普遍的であり，アカマツ

林で出現頻度の低い種は林分内でも局所的に現われる．

　このような現象は糸状菌の分離方法によるものと思わ

れるので5）．各種類の出現頻度と菌数の最大値との関係

を示すと図一2のとおりで，有機物層でみられたのと同

じように菌数の多い種類ほど出現頻度が高い傾向があ

る．したがって菌数の少ない種類は例えその分布が均一

であっても，現行の一定希釈度による糸状菌の分離方法

Al1species ハ4oれ売κ〃αs臥P　　　　P～〃た〃〃肌spP．

では1つの林分内で，また各地のアカマツ林でも出現頻

度が低くなり，その分布が限られているようにみえると

一

×104

　　024ち81012　　　　　　　F】＝equency（12sar皿ples）

F1g2　Re1at1onsh1p　between　frequency　of
　　1so1at1on　and　maxlmum　count　of　each
　　species．

・酬鮒加S臥I Tr肋oゐ閉α〃泌　　　疵3ρ01η〃｝16舳p．

さ

婁　竃§§婁§…3／・雪鮎弩書

｛

F1g3Frequency　d1stnbut1ons　of　funga1counts　of　d．ommant　spec1es　m　mmera1s011s　of
　　upper　and1ower　part　of　the　s1ope　in　pine　forest．
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考えるのがよいであろう．このように出現頻度の低い種

類が多いことは，鉱質土層においても有機物層の場合と

同様に糸状菌の生息密度（厳密にいうと胞子密度）が場

所によって非常に不均一であることを示すものである．

　各種類の菌数：総糸状菌数では135．0×103～429．5x

103と約3倍のひらきがあり，個々の種類の菌数でも有

機物層の場合と同様にバラツキが大きい．

　有機物層の糸状菌集団では総菌数および各種類の菌数

に林分内の地上植生あるいはその他環境因子の差による

といえるような場所的な偏りは認められなかったが5），

鉱質土層においては斜面上部と下部の間で2，3の種類

の菌数に違いがあるように思われる．そこで総糸状菌数

およぴ出現頻度の高い主要種について菌数の度数分布を

斜面上部と下部にわけて示したのが図一3である．菌数

のバラツキを考慮しても”oれ伽θ”αsp．Pは斜面の上

部に多く，下部で少なく，反対にTブ励o伽〃Zα扮肋，

B幼oro刎μ5sp．は斜面上部より下部に多い傾向が認

められる．その他の種類で姑このようにかな’り明瞭な違

いはみられない．わが国の森林土壊では斜面地形による

土壊の断面構造および物理，化学性の違いが重要視さ

れ，この点に基づいて土壊g分類が行なわれていること

から，このような糸状菌の分布の違いも斜面上下による

土壊の諸因子の違いと関係が深いものと考えられる．し

かし表一2にみられるように土壊の物理，化学性には斜

面の上下ではっきりした違いは認められない．マクロな

土壊調査では表わせない程度の差異が糸状菌には影饗を

及ぼしているものと思われる．

　斜面上下による糸状菌集団の差：以上のように鉱質土

層の糸状菌集団は同じ林分内でも斜面の上部と下部で差

異があるように思われるが，そのような違いを個々の種
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　　pine　forest．①：upPer　and　○：1ower
　　part　of　the　s1ope．

類について検討するには出現頻度の低いものが多いこと

と菌数のバラツキが大きいことから容易でない．そこで

おおまかに鉱質土層の糸状菌集団を構成する■型菌と皿

型菌の2つのグループにわけて，両者の量的関係（n一

皿関係）から斜面上下の糸状菌集団の違いを検討してみ

よう．

　縦軸に1皿型菌の菌数，横軸に皿型菌の菌数をとり，斜

面上部と下部の各6試料の値をプロットすると，原点を

通る勾配1の直線によって斜面上部と下部の点がはっき

りとわけられる（図一4）．すなわち斜面上部ではn型

菌と皿型菌の比（1皿／皿）が1より小さく，斜面下部で

は1より大きい．また見方をかえると斜面下部での1点

を除いて斜面上下の間には1皿型菌ではそれほどの違いが

みられないのに対して皿型菌が斜面上部でより多い．し

たがって斜面上下による土壊因子の差は皿型菌の分布に

強く影響していると考えられる．

　先に報告した有機物層では，林分内の糸状菌の水平分

布に特定の因子と関連づけられるような偏りは認められ

なかったが，鉱質土層では明らかに斜面上下の違いによ

って糸状菌の分布のしかたにも差がみられる．わが国の

森林はその大部分が斜面地形に成立しているから，鉱質

土層の糸状菌集団を検討するにあたって斜面上の位置を

十分考慮する必要があると思われる．

　　I▽’土壌の種類による糸状菌集団のちがい

　前節において，鉱質土層の糸状菌集団は斜面地形によ

って差異のあることが知られるが，これは斜面地形がも

たらす土壊の物理，化学的性質の違いによるものと思わ

れる．このような土壊の諸性質の違いが糸状菌集団に及

ぼす影響を明らかにするため，土壊の種類（土壊群）に

よって糸状菌集団にどのような差がみられるか調査し

た．これまでにも土壌の種類による糸状菌集団の違いを

調べた例10）11〕はみられるが，その上に立つ植生が異な

るなど，かならずしも土壌の性質の違いだけが影響して

いるとは考えられない．そこで同一地域に分布し，気

侯，土壌母材，主要樹種の等しい黒色土壌と褐色森林土

壌の間で糸状菌集団の差異を調べた．

　1　調査地と調査方法

　調査は鳥取県西伯郡大山町から淀江町にかけての大山

火山々麓で，天然生アカマツ林が広く分布し，火山灰を

母材とした黒色土壌と褐色森林土壌について行なった．

比較しやすいように両土壌とも残積土の地域を選んだ

が，黒色土壌は山麓斜面に分布するのに対し，褐色森林

土壌は緩斜面申の凸地形の部分に分布し黒色土壌よりは

乾燥しやすい地形であった．そのため土壌型が黒色土壌

はB1D（d）ないしはB1D（m）であるのに，褐色森林土
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Tab1e5Phys1ca1and　chem1ca1propert1es　of　two　s011s

Black soil Brown forest soil 

sample 1 sample 2 sample 1 sample 2 

Volume weight 48 . 2 40 . l 78 . 5 60 . O 

Specific gravity 2 . 37 2 . 33 2 . 54 2 . 42 

Water-holding capacity olo 126 . 6 169 . 6 69 . 4 116 . 2 

Morsture content of fresh soil olo 77 . 5 97 . 5 33 . 8 40 . O 

Mechanical compositions 

35 28 44 50 

25 30 36 17 

40 42 20 33 

Carbon olo 
11 . 8 13 . 3 3.5 3.9 

pH 5.3 5.1 4.7 5.0 

壌はBBで，土壌の種類以外に地形による水分条件の

差があることが認められる．アカマツの生育も後者でや

や劣っている．この地域の土壌，地質については経済企

画庁の国土調査にくわしく記されている12）．

　両土壌とも各4ケ所から表層土（O～4cm）を採取し，

希釈平板法によって糸状菌の分離を行なった1）．希釈度

はシ壬2，oooとした．同時に土壌の2，3の性質につい

ても測定した（1969年10月18日試料採取，翌19日分離）．

　2．結果と考察

　両土壌の物理，化学的性質を表一5に示したが，その

違いは明瞭である．

　糸状菌の分離結果を表一6に示す．

　前述の水平分布でみられたように菌数のバラツキが大

きいが，両土壌における糸状菌集団の差は顕著である．

両者を比較すると，〃o〃舳Z1αspP．，Tブ肋oゐr舳

ηか肋，肋〃づ6〃舳spP．，CψαZ03クoブ｛舳sp．W1，

B妙oro刎ツ6ωsp．は黒色土壌に多く，〃μ60r　r舳α舳｛一

α伽∫，〃oブ加κZZαsp．P，8μoα〃αsp．4，0〃｛oゐηみoπ

sp．1が褐色森林土壌に多い．黒色土壌に多いものはい

ずれも垂直分布型の1肛型に属するものであり，褐色森林

土壌に多いものは”㏄0ブrα伽舳｛α舳5以外はいずれ

も皿型に属し，この両土壌の性質が垂直分布のしかたの

違う糸状菌であるn型菌と皿型菌に正反対の影響を及ほ

していることがわかる．いいかえると，1肛型菌と皿型菌

は垂直分布のしかたが異なるだけでなく，同じように鉱

質土層に分布していてもその生理，生態的な性質を全く

異にするものであることは明らかである．

　この違いを前節と同じ手法で1I型菌と皿型菌の量的関

係（1皿一皿関係）について図示すると図一5のようであ

る．この場合もn型と皿型の比（1皿／皿）カ干1より大

（黒色土壌）と小（褐色森林土壌）にはっきり分離する

が，1斜面の上下での差よりさらに著しい違いがあり，

両土壌の性質の差による糸状菌集団の違いの大きいこと

をよく示している．

　また同じアカマツ林であってもその糸状菌集団がこの

ように著しい差異を示すことからみて，鉱質土層では特

定の地上植生と直接結びつくような糸状菌集団はないと

いえるようである．

　このような糸状菌集団の違いが両土壌の物理，化学的

な性質の違いに基づくものであることは勿論であるが，

そのうちどのような因子と特に関係が深いかはこの調査

では明らかでない．しかし，筆者の各地，各種の森林に

ついての調査結果819）から推測すると，地上植生を等し

くするこの両土壌の糸状菌集団の差は両者の位置する地

形および土壌の物理性に基づく水分条件の違いが最も強

×104／9
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Tab1e6M1cro－fung11so1ated　from　mmera1s011horlzons　of　b1ack　s011and

　　　　brown　forest　soi1．

　　　　　　　　Soi1groups

　　　　　　　　＼Fungi　　　　　P1ot

Aろ5｛∂｛αsp．1

1レτα60ブ　ブα〃2α1z〃｛α〃〃5

Mo竹加rθ11αspP．

1Moれ｛θ陀Z1αsp．P

other　Phycomycetes
7－rづ6ん0∂θブ〃Zα　η｛ブ｛6Z6

Pθη｛o〃Z｛〃〃z　spP．

Cψα1o功oブ｛舳sp．W1

8ク北α〃αsp．1

8ク北αr｛αsp．2

8力たαブ｛αsp．4

助｛6αブ乞αsp．5

GZ｛oo1α∂加刎ブo∫ω伽

Mo〃06｛ZZ｛〃〃z　sp．

F〃∫づ∂三〃〃z　sp．

0〃｛oゐ〃みo〃spP．

0〃｛oゐ〃みo〃sp．1

Go〃αzoろo士ηy3sp．

C砂んαZo功or伽肌spP．

other　Mon111aceae

B｛∫クoroηzツ665　sp．

Lεク乏ogブαクん｛μ〃z　sp．

17〃〃z｛60Zαsp．

GZ｛o〃zα5τ｛”sp．

C〃oブ〃加伽sp，

Demat1aceae（sp3）

Dark　steri1e　myce1ium

1『θ3だαZo虹αsp．

1一ん如Zαη｛αsp．

Hya1me　ster－1e　myce11um

not1dent1f1ed　（？5）

Suppressed　by　others

Tota1

B1ack　s011

1

5．2

26，1

62，6

36．5

5．2

5．2

5．2

5．2

5．2

5．2

10．4

5．2

15．7

20．9

213．9

2

30．O

38，6

12．9

8，6

12．9

4，3

12．9

4．3

4．3

　8．6

137．1

3

4，4

35．6

26，7

71，1

40，0

13．3

4．4

17．8

4．4

13．3

4．4

4．4

4．4

26．7

271．1

4

23．5

4，7

28，2

28，2

23．5

9，4

14．1

9，4

14．1

18．8

18．8

4，7

14．1

4．7

4．7

4．7

28．2

254．1

Brown　forest　soi1

1

3．2

9，6

64．O

6，4

22．4

22．4

6．4

3．2

12．8

128．O

3．2

6．4

　3．2

　6，4

44．8

342．4

2

16，9

16，9

87．9

13．6

6．8

3σ．4

　3．4

155．5

3．4

50．7

385．3

3　　　　4

3，5

70，5

31，8

74．1

14，1

38，8

14．1

5『5

3．5

3，5

35，3

70．6

3．5

105．9

525．9

＊

3，2

92．8

6，4

38．4

12．8

3，2

25．6

9．6

3．2

48．O

16．O

28．8

　3．2

102．4

393．6

　　＊　：く103，Per　gram　of　dry　soi1．

く影響しているものと思われる．すなわち，この調査で

は黒色土壌は褐色森林土壌よりも緩傾斜地に分布してお

り，水分条件に恵まれているうえ，黒色土壌の特性とし

てその保水カも大きい．このよラな土壌では鉱質土層で

も■型菌が広く分布し，皿型菌は少ない　それに反して

褐色森林土壌は凸地形に分布しているため土壌が乾性に

なる上，その機械組成が黒色土壌に比べて粗粒部分が多

いことから水分保持力も弱い．このような場合には皿型

菌が優勢となり，■型菌は少なくなる．このように考え

ると前節でみられた斜面上部に皿型菌の多いという事実

も，斜面上下の水分条件の差として説明できる．

　V　マツタケ菌が糸状菌集団に及ぽす影響

　アカマツ林土壌で糸状菌の生育に大きな影饗を及ぼす

と思われる生物因子の一つとして，アカマツの根と共生

関係にあるマツタケ菌が考えられる．マツタケ菌のよう

に菌環を形成する担子菌類が他の土壌微生物に不利な影

響を与えることはすでに知られているが13），主として担

sokyu
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子菌の側からみたものが多い．ここでは鉱質土層の糸状

菌集団（希釈平板法で知りうる）の性質を解明する観点

から，マソタケ発生地の土壌において糸状菌集団がどの

ような変化を示すかを調査した．

　1．調査地と調査方法

　つぎの2個所のマツタケ山で調査した．

　（1）岡山県久米郡久米南町にある岡山県のマツタケ試

験地内のアカマツ林（母材花崩岩，BA型土壌）で菌環

（代）と，それから約1m離れた菌環内部（忌地）およ

び外部（処女地）の土壌（深さ0～4cm）をそれぞれ採

取し，糸状菌を分離した．希釈度は払，500とした（19

67年11月13日試料採取，17日分離）．なおこの年はマツ

タケ発生期前の降水が少なく不作であった．

　土壌の含水率は代で102％（生土重の％），忌地108

％，処女地17．9％で，これまでの知見13）と同様，菌環

内蔀は異常に乾燥していた．

　（2）広島県芦品郡協和村にある福山営林署管内のアカ

マツ林（母材花簡岩，BB型土壌），マツタケの子実体が

環状に発生している所で，同じように代とその円外20

cm離れた忌地と処女地の土壌（0～4cm）を採取した．

アカマツの根圏土壌の糸状菌集団の変化についても調査

するために，持帰った土壌からアカマツの細根をよりわ

け，一般の土壌（contro1s011）および細根とそれに附着

した土壌（rh1zosphere　s011）のそれそれから糸状菌の

分離を行なった．希釈度は％，OOOとし，根圏土壌の糸

状菌数は根と附着土の合計重里当りで示した（1968年11

月7日試料採取，翌8日分離）．

　土壌の含水率は代9．7％，忌地9．4％，処女地12．9％

で，先の結果と同じ傾向を示している．

　2．結果と考察

　糸状菌の分離結果は表一7，表一8のようである．

　予想されたように，マツタケ菌の糸状菌集団に及ぼす

影響は顕著である．

　（1）岡山土壌　処女地では皿型菌の”oブ批舳”αsp

Pが全菌数の．70％を占めて非常に優勢ではあるが，

Tブκんo6θザ〃7α　ηzrz6θ，　抽舳脇〃z　spP，　〃oれκブθZZα

spP・・”α60けα舳閉｛α舳・Cθ助αZ05卯r加〃sp・W1

など1皿型菌の羊要種も菌数こそ少ないが現われ・アカマ

ソ林土壌の　般的な種類組成を示している　このような

糸状菌集団がマツタケ菌の生長によって大きな変化を示

し，代土壌の種類相は貧弱になるが，〃oれ伽θZZαsp．P

だけは処女地よりもむしろ多くなっている．マツタヶ菌

通過後の忌地では再び糸状菌の侵入がおこるものと思わ

れ，種類相もかなり豊富になり，処女地の糸状菌集団に

Tab1e7Effect　of　fa1ry　rmg　of　Tr励olo刎α刎α肋肋是θon　m1cro－fungus

　　　popu1ation（Okayama　soi1）．

Fmgi

ノしろ∫｛6｛αsp．1

1甘〃60r　ブ0＝η1α〃η｛01η〃5

〃oブあθブθZ1αspP．

ハ4oれづκθZZαsp．P

7－r乞oんo63ブ〃zα　η｛r｛∂θ

1セκた〃〃〃〃z　spP．

Cθ幼α1o功or｛舳sp．W1

A功〃g・〃鮒sp．B
8ク｛oαr｛ol　sp．1

1『αク〃Zαブ｛αsp．

13兆カoブo刎ツ6ωsp．

Dematiaceae（sp．3）

Pθ5ταZoz｛αsp．

Dark　ster11e　myce11um

Hya1me　ster11e　myce11um
not1dent1f1ed　（P5）

Suppressed　by　others

Tota1

TYPE

■

■

n
皿

■

■

■

皿

皿

I
1皿　・

皿

I
I

Norma1soi1

Nos．＊　　％

　1．1

　4．4

　2．2

252．4

　4，4

19．8

　7．7

　2，2

25．2

　1．1

0．3

1．2

0，6

71．4

1．2

5．6

2．2

0．6

7．1

0．3

6．6　　　1．9

1．1　　　0．3

　5．5　　　1，6

19．8　　　5．6

353．4

Funga1zone

Nos．　　％

1．O　　　O．3

350，0　　　　95．6

4．0　　　1．1

　3．0　　　0．8

　8．0　　　2．2

366．O

Ins1de　of　funga1

ZOne

Nos．　　　％

　2．0　　　1．4

　1．O　　　O．7

103，1　　　72．3

11．1　　　7．8

8．1　　　5．7

2．0　　　1．4

1．O　　O．7

2．0　　1．4

　1．O　　　O．7

　3．0　　　2．1

　1．O　　　O．7

　7．1　　　5．0

142．6

＊　×103，per　gram　of　dry　soi1．
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Tab1e8Effect　of　falry　rmg　of　T伽んoZo〃α刎αお泌α如on　m1cro－fungus

　　　popu1at1on　of　contro1s011and　rh1zosphere　s011（H1rosh1ma　so11）．

Fungi TYPE
Norma1s011

C．S．＊

Aろ5づ64αsp．1　　　　　　　　　　　　　　　　π　　　＊＊

ノ1ろ∫｛6｛αsp．2　　　　　　　　　　　　　　　　　■

1レτ〃60ブブα〃zα〃〃｛α〃〃∫　　　　　　　　　■　　　　　　　　2．1

M0れ加rθZ1αspp．　　　　　　　　　　　　　　π　　　　　　　　13．4

”0れ伽θZZαsP．P　皿70．3
7｝｛0ん0∂θr〃zαη｛わ6θ　　　　　　　　　■　　　　　　　4．1

1⊃；θ〃づ6｛ZZ｛〃刎spp．　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　13．4

Cθ幼αZ05クoブ伽刎sp．W1　　　　π　　　　7．2

乃ブ此棚〃ηsp．W－Ac　　　　1皿

8加6α〃αsp．1　皿9．3
8クづoαr｛αsp．5　　　　　　　　　　　　　　　　n

ハ4o〃06づZZ｛μ〃z　sp．

A功ぴg〃伽sp．B　皿14．5
8加6〃づαsp．4　皿7．2
0〃｛oゐ〃みo〃sp．　　　　　　　　　1皿

13｛5カoro〃zツoθ∫sp．　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　2．1

Dark　steri1e　myce1ium　　　　　I

Hya1me　ster11e　myce11um

Sphaerops1da1es（sp　W2）　　　I　　　　2．1
Not　identified（～5）　　　　　　　　　　　　　　　2．1

SupPressed　by　others　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．O

Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14＝9．O

　　＊　C．S．：contro1soi1，R．S．：rhizosphere　soi1．

　　＊＊　×103，per　gram　of　dry　soi1．

R．S．＊

　2，8

19．7

　5．6

219，3

11．2

101，2

25．3

　2，8

28．1

　2．8

　2，8

78．7

　5．6

　2．8

　5．6

2．8

11，2

28．1

556．8

Funga1zone

C．S．

4．0

4．O’

47．0

1．0

3．0

4．O

1．O

2．O

2．O

3，0

71．O

R．S．

71．3

3．4

6．8

81．5

Ins1de　of　funga1

巧One

帆1H

41．5

4．O

2．O

1．O

48．5

27．4

3．9

3．9

35．2

回復していくようである．

　（2）広島土壌：上例と同じような結果を示すが，代土

壌よりも忌地土壌でさらに種類数，菌数とも減少してい

る．ここでは菌環のすぐ内側の土壌を忌地土壌として調

べているので，まだこの附近ではマツタケ菌のこれら糸

状菌に対する抗菌性が強く残っているものと思われる．

また，ここではM0”㈹Z1αsp．Pも他の菌ほどではな

いが代および忌地で減少している．マツタケの子実体の

発生がみられる場合とみられない場合とで糸状菌への影

響力に強弱があるとも考えられる．

　つきに根圏土壌の糸状菌集団についてみると，処女地

ではいずれの菌も根圏により多く，いわゆる根圏効果が

よく現われている2）．ところが代および忌地では根圏効

果はみられず，根圏に現われる数少ない菌でさえむしろ

根圏の方で少なくなる傾向もある．この現象は明らかに

アカマツ細根の附近でマツタケ菌糸の生育が旺盛なこと

を示している．

　このようにマツタケ菌の生育は他のあらゆる糸状菌の

生育を抑制するが，皿型菌のうちでMo肋伽ZZαsp　P

はマツタケ菌に対して最も抵抗性が強いようで，その相

対密度は代あるいは忌地で高くなり，ほとんどこの菌だ

けで占められる．

　マツタケの代あるいは子実体からMo”㈹ZZαの1種

がよく分離されることが報告され，浜田はMo”㈹ZZα

μ∬〃αと同定している14）．本報告にみられるように，

Mo〃㈹1Zαsp．Pはアカマツ林土壌で最もよく現われ

るものであり，上述のようにマツタケ菌に対する低抗性

が強いことから同一種であると思われる．マツタケ研究

者たちはマツタケ菌とこの菌の結びつきの強いことか

ら，この菌がマツタケ菌の生育にプラスの関係をもつの

ではないかという見方をしているようである．しかし，

これまでみてきたアカマソ林土壌　般におけるこの菌の

分布のしかたからすると，土壌の乾燥やマツタケ菌の存

在など他の菌の生育に不利な条件の所でこの菌は多い傾

向があり，マツタケ菌の分布と似た分布のしかたをする

ものと思われる．単にマツタケ山に多いことだけでマツ

sokyu
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Summary 

The characteristics of the composition of the fungus population in pine forest soil 

and some factors affecting the fungus population of mineral soil such as relief, soil 

types and macro-fungus ( Tricholoma matsutake) were investigated by dilution plate 

method. 
The composition of the fungus population was discussed with frequency of isolation 

of each member in relation to the patterns of vertical distribution. Data were obtained 

on 94 samples for organic horizons and on 67 samples for mineral soil horizons 
Results shown in Table I and Fig. I indicated that the micro-fungus population of 

mineral soil was composed of fungi which belonged to TYPE 11 and TYPE 111 of 
vertical distribution patterns, whereas that Of organic horizon was composed of TYPE 

I and TYPE II. Then, the fungus population of the mineral soil could be analysed 
with quantitative relationship of these two types 

The survey of horizontal distribution of micro-fungi in a stand indicated that although 

the distribution of fungi was heterogeneous among positions sampled, there existed 
apparent differences in fungus populations between the upper and the lower part of the 

slope. Fungal counts of TYPE 111 were greater in the upper than in the lower part of 
the slope (Table 3, Fig. 3 and 4) . 

The drfferences of the micro-fungus '~~)opulations in soil types were also shown on 

the examination of black soil and brown forest soil (Table 5 and 6) . TYPE 11 was 
more dominant in black soil, whereas TYPE 111 is in brown forest soil (Fig. 5) 

Moisture conditions of the soils could be an important factor contributing the observed 

phenomena 
The fairy ring of Tricholoma matsutake markedly affected on the fungus populations 

(Table 7 and 8) . Almost all fungi were restricted in fungal zone and inside of it 
where soil was drier than normal soil. The rhizosphere of pine roots in fungal zone 

were poor in microfungus population, whereas rhizosphere effect was apparently 
observed in normal soil. 


